
隊
友
会
東
播
支
部

石
田
支
部
長

以
下
27
名
は
令
和
7
年
7
月
27
日
朝

5
時
頃
の
早
い
時
間
か
ら
兵
庫
県
加

西
市
に
あ
る
青
野
ヶ
原
演
習
場

南

廠
舎
近
傍
の
殉
職
隊
員
慰
霊
碑
及
び

同
演
習
場
内
東
ト
ー
チ
カ
地
域
に
あ

る
殉
職
隊
員
慰
霊
碑
の
清
掃
・
慰
霊

行
事
を
行
っ
た
。

昨
年
も
今
年
も

35
度
前
後
の
気
温
と
い
う
猛
暑
の
中
、

参
加
者
の
中
に
は
80
歳
を
超
え
て
お

ら
れ
る
方
も
あ
り
、
夏
場
に
行
う
支

部
の
行
事
と
し
て
は
頻
繁
な
休
憩
・

水
分
補
給
を
行
う
等
細
心
の
注
意
を

は
ら
っ
て
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

朝
5
時
過
ぎ
に
は
草
刈
り
機
所
有

の
会
員
が
、
気
温
の
低
い
中
で
迅
速

に
除
草
作
業
を
行
い
、
5
時
半
頃
に

到
着
し
た
会
員
は
刈
っ
た
草
を
集
め

て
捨
て
る
作
業
や
、
慰
霊
碑
を
囲
む

垣
根
の
剪
定
を
行
い
、
朝
7
時
前
に

は
作
業
を
終
了
し
た
。

終
了
後
に
は
準
備
し
た
お
花
を
供

え
、
線
香
を
焚
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
会

員
が
慰
霊
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
兵
庫
県
隊
友
会
会

長
表
彰
対
象
者
の
山
崎
和
幸
会
員
に

対
し
て
石
田
支
部
長
か
ら
表
彰
状
の

伝
達
を
し
て
頂
き
ま
し
た

青
野
ヶ
原
演
習
場
南
廠
舎
を
後
に

し
た
会
員
は
、
加
西
市
鶉
野
町
に
あ

る
姫
路
海
軍
航
空
隊
鶉
野
飛
行
場
跡

地
（
現
材
の
名
称
：
ｓ
ｏ
ｒ
ａ
か
さ

い
）
に
移
動
し
、
海
軍
航
空
隊
員
の

祈
念
碑
跡
地(

現
在
は
場
所
移
動
し
て

い
る
。)

除
草
、
藤
棚
の
整
備
、
刈
草

の
運
搬
等
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
今
年
は
7
～
8
年
は
手
を

付
け
て
い
な
い
藤
棚
の
上
の
枝
を
剪

定
し
て
朝
9
時
前
に
は
作
業
を
終
了

し
た
。

作
業
終
了
に
合
せ
て
、
保
存
会
会

長
か
ら
清
掃
作
業
に
対
す
る
お
礼
、

今
年
の
「
ｓ
ｏ
ｒ
ａ
か
さ
い
」
で
行

う
行
事
の
Ｐ
Ｒ
説
明
を
述
べ
ら
れ
、

少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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令
和
７
年
度
青
野
ヶ
原
演
習
場

慰
霊
碑
及
び
海
軍
航
空
隊
鶉
野

飛
行
場
の
祈
念
碑
の
清
掃
及
び

慰
霊
行
事

「ジャングル化した藤棚の植栽」「ジャングル化した藤棚の植栽」

「after」 「before」



清
掃
は
、
祈
念
碑
の
保
存
会
が
行
っ

て
い
た
作
業
で
あ
る
が
、
高
齢
化
が
進

み
大
変
な
重
労
働
で
あ
る
と
の
理
由
か

ら
隊
友
会
に
依
頼
が
あ
り
、
支
援
す

る
こ
と
と
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

姫
路
海
軍
航
空
隊
鶉
野
飛
行
場
跡

地
は
戦
争
遺
跡
で
あ
り
、
今
日
我
々

が
平
和
に
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
礎

を
築
い
て
く
れ
た
軍
人
に
敬
意
を
表

し
、
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
・

起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
努
力
を
微
力

で
は
あ
る
が
今
後
も
支
部
会
員
一
同

で
行
っ
て
い
く
と
い
う
決
意
を
祈
念

碑
に
誓
っ
て
作
業
を
終
了
し
た
。

事
務
局
長

細
貝

寛
徳

令
和
7
年
8
月
6
日
18
時
か
ら
青
野

原
駐
屯
地
内
の
基
本
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
盆
踊
り
が
開
催
さ
れ
た
。

兵
庫
県
隊
友
会
東
播
支
部

石
田
支

部
長
以
下
8
名
（
池
田
副
支
部
長
、
細

貝
事
務
局
長
、
空
中
理
事
役
、
永
野
理

事
役
。
永
見
会
員
、
大
藤
会
員(

太
鼓

支
援)

、
小
田
口
会
員
（
家
族
会
会
員

兼
務
）
の
内
、
支
部
長
を
除
く
4
名
は

来
賓
受
付
業
務
を
主
担
任
と
し
て
支
援

し
つ
つ
盆
踊
り
に
参
加
し
た
。

東
播
支
部
の
会
員
の
主
力
は
青
野

原
駐
屯
地
勤
務
経
験
者
で
あ
る
た
め
、

駐
屯
地
の
Ｏ
Ｂ
会
（
青
桜
会
）
に
も

所
属
し
て
い
る
会
員
が
多
く
、
今
回

の
受
付
業
務
は
Ｏ
Ｂ
会
に
求
め
ら
れ

た
任
務
で
あ
る
。

例
年
同
様
に
、
参
加
者
は
駐
屯
地

所
属
隊
員
、
隊
員
家
族
、
踊
り
支
援

者
で
あ
る
踊
り
連
、
近
隣
市
町
長
、

近
隣
市
議
会
議
員
、
近
隣
有
識
者
、

各
団
体
の
長
な
ど
が
参
加
し
、
暑
さ

厳
し
い
青
野
原
駐
屯
地
に
現
職
隊
員

を
含
め
て
約
５
０
０
名
を
超
え
る
方
々

が
参
加
し
た
。

会
場
は
中
央
に
櫓
が
あ
り
、
そ
れ
を

取
り
囲
む
よ
う
に
各
中
隊
等
の
テ
ン
ト

が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ン
ト
に

隊
員
の
家
族
が
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
工
夫

も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
北
側
広
場
に
17

個
の
屋
台
及
び
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
配
置

さ
れ
、
暑
い
夜
に
冷
た
い
か
き
氷
や
、

冷
た
い
お
酒
の
他
、
お
腹
を
満
た
す
調

理
品
が
販
売
さ
れ
、
列
を
作
っ
て
買
い

求
め
る
風
景
が
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

18
時
に
第
8
高
射
特
科
群
長
兼
ね
て

青
野
原
駐
屯
地
司
令

小
林
1
佐
の
挨

拶
を
皮
切
り
に
各
部
隊
が
順
番
で
踊
り

の
輪
に
加
わ
り
盆
踊
り
が
開
始
さ
れ
た
。

今
年
は
、
8
月
の
異
動
で
青
野
原
駐

屯
地
業
務
隊
に
着
任
さ
れ
た
業
務
隊
長

の
横
山
2
佐
（
青
野
原
駐
屯
地
業
務
隊

初
の
女
性
隊
長
）
が
浴
衣
姿
で
来
賓
に

対
し
て
ご
挨
拶
さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

20
時
半
を
過
ぎ
る
頃
に
北
東
の
夜
空

に
花
火
が
上
が
り
始
め
、
会
場
の
全
員

が
花
火
を
食
い
入
る
よ
う
に
眺
め
て
い

ま
し
た
。
決
し
て
大
玉
の
花
火
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
約
１
０
０
発
ほ
ど
の
花

火
は
打
ち
上
げ
場
所
が
会
場
か
ら
近
い

た
め
、
結
構
な
迫
力
が
あ
り
、
参
加
者

は
毎
年
の
花
火
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

堪
能
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
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「保存会会長からの挨拶「奉仕作業終了後の集合写真」

青
野
原
駐
屯
地

盆
踊
り
大
会

「盆踊りを楽しむ隊員・家族の皆様」



そ
し
て
最
後
に
、
駐
屯
地
協
力
団

体
で
あ
る
駐
屯
地
防
衛
協
会
の
前
連

合
会
会
長
の
小
林
様
が
協
賛
で
準
備

さ
れ
た
沢
山
の
お
餅
を
櫓
の
上
か
ら

駐
屯
地
司
令
を
始
め
各
部
隊
長
等
が

お
餅
ま
き
を
行
っ
て
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
餅
ま
き
は
、
青
野
原
駐
屯
地

の
盆
踊
り
に
お
け
る
恒
例
行
事
と
し

て
徐
々
に
認
知
度
が
増
し
て
い
る
行

事
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
櫓
を
囲
む

人
の
数
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

今
年
は
子
供
を
櫓
に
近
い
と
こ
ろ

に
集
め
、
大
人
は
そ
の
後
方
で
お
餅

を
拾
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
の
青
野
原
駐
屯
地
の
訓

練
状
況
は
か
な
り
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
（
自
衛
隊
全
体
的
に
訓
練
が
過

密
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
）
。

そ
の
中
で
現
職
隊
員
が
家
族
と
楽
し

め
る
数
少
な
い
行
事
で
あ
る
盆
踊
り

に
対
し
、
来
年
は
駐
屯
地
創
立
50
周

年
の
節
目
の
年
と
な
る
た
め
、
記
念

行
事
を
盛
大
に
す
る
と
盆
踊
り
の
花

火
に
回
す
経
費
が
取
れ
る
の
か
と
今

か
ら
心
配
し
て
い
る
と
の
悩
み
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
我
々
Ｏ
Ｂ
の
協

力
団
体
が
隊
員
・
家
族
が
楽
し
め
る

行
事
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
の
か
と
自
問
し
つ
つ
会
場
を

後
に
し
ま
し
た
。

事
務
局
長

細
貝

寛
徳

「
国
際
博
覧
会
条
約
」
に
よ
れ
ば
、

国
際
博
覧
会
と
は
、
「
二
以
上
の
国
が

参
加
し
た
、
公
衆
の
教
育
を
主
た
る
目

的
と
す
る
催
し
で
あ
っ
て
、
文
明
の
必

要
と
す
る
も
の
に
応
ず
る
た
め
に
人
類

が
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
手
段
又
は

人
類
の
活
動
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の

部
門
に
お
い
て
達
成
さ
れ
た
進
歩
若
し

く
は
そ
れ
ら
の
部
門
に
お
け
る
将
来
の

展
望
を
示
す
も
の
を
い
う
」
と
あ
り
ま

す
。
条
約
の
条
文
で
見
る
と
少
し
難
し

い
で
す
ね
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
日
本
で
始
め
て

開
か
れ
た
大
阪
万
博
（
昭
和
45
年
）
の

記
憶
を
お
持
ち
の
方
、
当
時
の
シ
ン
ボ

ル
・
タ
ワ
ー
で
あ
っ
た
「
太
陽
の
塔
」

を
見
た
こ
と
が
あ
る
方
が
お
い
で
で
し
ょ

う
。
花
の
都
パ
リ
に
美
し
く
そ
び
え
立

つ
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
は
、

1889
年
に
パ
リ
で

開
か
れ
た
万
国
博
覧
会
の
時
に
建
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。

紀
元
前
の
エ
ジ
プ
ト
や
ペ
ル
シ
ャ

で
は
国
王
即
位
祝
典
行
事
と
し
て
芸

術
品
や
衣
類
が
民
衆
に
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
古
代
ロ
ー
マ
で
は
辺

境
征
服
の
後
で
戦
利
品
や
奴
隷
が
民

衆
に
誇
示
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
原
始
的
な
形
態

の
博
覧
会
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
説
を
取
る
と
、
博
覧
会
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
よ
り
古
い
歴
史
を
持
つ
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
45
年
3
月
15
日
〜
9
月
13
日
ま

で
の
183
日
間
に
わ
た
っ
て
大
阪
千
里
丘

陵
で
開
催
さ
れ
た
。

昭
和
50
年
7
月
20
日
〜
昭
和
51
年
1

月
18
日
ま
で
の
183
日
間
に
わ
た
っ
て
沖

縄
で
開
催
さ
れ
た
。

昭
和
60
年
3
月
17
日
〜
9
月
16
日
の

184
日
間
に
わ
た
っ
て
筑
波
研
究
学
園
都

市
で
開
催
さ
れ
た
。
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「
万
博
博
覧
会
」
雑
学
集

【
万
博
と
は
・
・
・
】

「恒例の餅まき開始です」

「夜空に輝く打上げ花火」

【
万
博
の
起
源
】

出
展

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
万
国
博
覧
会
と
は
？
」
と
は

【
日
本
で
開
催
さ
れ
た
万
博
】

●
１
回
目
「
日
本
万
国
博
覧
会
」

（
略
称
：
大
阪
万
博
等)

●
2
回
目
「
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
」

（
略
称
：
沖
縄
海
洋
博
等
）

●
3
回
目
「
国
際
科
学
技
術
博
覧
会
」

（
略
称
：
つ
く
ば
万
博
等
）



平
成
2
年
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
の

183
日
間
に
わ
た
っ
て
大
阪
鶴
見
緑
地
で

開
催
さ
れ
た.

平
成
17
年
3
月
25
日
〜
9
月
25
日
の

185
日
間
に
わ
た
っ
て
愛
知
県
瀬
戸
市
南

東
部
、
豊
田
市
、
長
久
手
町
が
会
場
と

な
り
開
催
さ
れ
た
。

令
和
7
年
4
月
13
日
～
10
月
13
日
の

185
日
間
に
わ
た
っ
て
夢
洲
（
ゆ
め
し
ま
）

「
大
阪
市
此
花
区
に
位
置
す
る
人
工
島
」

で
開
催
さ
れ
た
。

7
月
12
日

理
事
役
会

サ
ツ
マ
イ
モ
畑
の
除
草

7
月
27
日

慰
霊
碑
清
掃
奉
仕
及
び

慰
霊
行
事

8
月
6
日

青
野
原
駐
屯
地
盆
踊
り
大
会

9
月
1
日

♯
１
回
支
部
防
災
訓
練

(

緊
急
連
絡
網
の
点
検)

9
月
13
日

新
隊
員
後
期
教
育
修
了
式

10
月
5
日

鶉
野
祈
念
の
碑

慰
霊
祭

10
月
10
日
～
15
日

♯
１
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

10
月
18
日

♯
１
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
祭

11
月
1
日

♯
２
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
祭

11
月
8
日(

予
定)

歴
史
ウ
ォ
ー
ク

11
月
14
日
～
18
日

♯
２
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

11
月
22
日

忘
年
会(

東
加
古
川

弁
慶)

11
月
29
日

理
事
役
会

12
月
7
日

小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
支
援

12
月
7
日

県
理
事
役
会

12
月
下
旬

青
野
原
駐
屯
地
年
末
行
事

1
月
上
旬

青
野
原
駐
屯
地
成
人
者
激
励

1
月
中
旬

青
野
原
駐
屯
地
新
春
互
礼
会

1
月
17
日

♯
２
回
支
部
防
災
訓
練

(

緊
急
連
絡
網
の
点
検)

1
月
24
日

理
事
役
会

2
月
中
・
下
旬

県
隊
友
会
支
部
長
等
会
議
・

懇
親
会
及
び
♯
3
県
理
事
役
会

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▽
県
会
長
表
彰

和
久
井
勇
人
（
小
野
市
）

山
崎

和
幸
（
小
野
市
）

▽
支
部
長
表
彰

永
野

義
彦
（
小
野
市
）

西
田

健
（
加
東
市
）
兵
庫
地
本

令
和
7
年
7
月
29
日
退
官

第８９号 兵庫県隊友会東播支部だより 令和７年１０月１５日

支
部
の
活
動
実
績

編
集
後
記

木
々
の
葉
の
色
が
変
わ
り
始
め
秋

の
訪
れ
を
も
目
に
見
え
て
わ
か
る
よ

う
に
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
隊
友
会
活
動
に
多
大

な
尽
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
4
月
13
日
「
大
阪
・
関
西

万
博
」
が
開
催
さ
れ
、
あ
っ
と
い
う

間
に
半
年
が
経
ち
幕
を
閉
じ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま
は
訪
問

さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
機

会
を
逸
し
て
し
ま
い
最
後
ま
で
訪
問

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
日
に
日
に
寒
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
体
調
管
理
に
は
十

分
留
意
さ
れ
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
皆
様
か
ら
の
引
き
続
き

の
ご
支
援
・
ご
協
力
並
び
に
多
種
多

様
な
投
稿
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

mxrxg983@ybb.ne.jp

桑
原

博

hayato.0309.0722@gmail.com

和
久
井

勇
人

支
部
の
主
要
業
務
予
定

●
4
回
目
「
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
」

（
略
称
：
花
の
万
博
等
）

●
5
回
目
「

2005
年
日
本
国
際
博
覧
会
」

（
略
称
：
愛
知
万
博
等
）

●
6
回
目
「

2025
年
日
本
国
際
博
覧
会
」

（
略
称
：
大
阪
・
関
西
万
博
等
）

出
展

フ
マ
キ
ラ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
F
o
r

y
o
u
r

L
I
F
E

」

【

受

章

】

【
新
入
会
員
紹
介
】

「
写
真
提
供
」

事
務
局
長

細
貝

寛
徳

「大屋根リング」

「ミャクミャク」


